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１．はじめに 

ダムの弾力的管理は、洪水調節容量の一部を活用して一時的に容量を確保し、貯留した流水で下流河川の

流況を改善することにより、河川環境改善を図るものである。 

２．寒河江ダムの概要 

寒河江ダムは、最上川左支川寒河江川に平成２年に竣工した中央コア型ロックフィルダムで、最上川治水

計画の一環として洪水調節、流水の正常な機能の維持、潅漑用水、水道用水、発電等の目的をもった多目

的ダムである。 

寒河江ダムの発電計画では、最大 62.5m3/s を選択取水設備から取水し水圧管路により、地下式の本道寺発

電所を経て約５ｋｍ下流の逆調整池（水ヶ瀞発電所）の放水口に放流される。このため減水区間の維持流

量として、ダム直下流基準地点本道寺で 1.2m3/s を確保する計画となっている。 

３．寒河江ダム下流の課題 

寒河江ダムの建設後、発電取水により

流水はバイパスされ、下流５ｋｍ区間

は減水区間として流況が大きく変化し

た。寒河江ダムでは、ダム完成後、維

持流量 1.2m3/sの確保と月１回程度最大

10m3/s で１時間継続の放流を実施して

きたが、夏期において藻類の発生・河

床の汚れ・臭いの発生・景観の悪化等が 図-1 弾力的管理対象区間 
見られた。図－１に対象区間を示す。 

４．寒河江ダムの弾力的管理試験 

寒河江ダムの弾力的管理は、平成９年度から平成１１年度の試行を経て、平成１２年度から試験を実施し

ている。寒河江ダムでは、弾力的管理により生み出された活用容量により、減水区間の河川環境改善を目

的に、浮遊緑藻類の流掃と河床れき付着泥の流掃を図るため、フラッシュ放流を実施している。 

活用容量は、対象とする洪水（H10.6.27）発生時に、事前放流により安全確実に制限水位に低下させるこ

とができる容量として、制限水位+70cm の区間容量 1,700 千 m3 とした。 

５．フラッシュ放流の方法 

フラッシュ放流の実施時期は、融雪が終了し流況が安定する頃から、河川の藻類の増殖が認められなくな

るまでの、洪水期開始日の６月１６日から１０月３１日までの期間とし、対象区間の河川利用状況を考慮

し毎週木曜日の午前１０時から放流を行っている。 

フラッシュ放流量は、これまでの試験結果より、最大放流量を 10m3/s、20m3/s、30m3/s の３パターンとし、

最大放流量を３０分継続した後、後放流として 6m3/s を３０分放流としている。後放流とは、最大放流終了

後一気に放流量を減ずるのではなく、ある流量まで減少させ継続放流を行い河川濁度の減少をはかるもの

である。 

６．フラッシュ放流の効果 

調査対象区域の止水域にはアオミドロを主体とする緑藻類の繁茂がみられ、特に床固付近(St.6)の止水域

ではその繁茂量が多く、フラッシュ放流前には、剥離し浮遊している状態であるが、フラッシュ放流によ

りこれらは放流水と共に流掃される。しかし、月岡橋付近(St.4)止水域においては、10m3/s 放流において

 



 

 

もその効果が認められるが、床固付近(St.6)止水域

においては、10m3/s 放流では上流側の床固からの越

流がないため、効果が期待できず 20m3/s 放流以上で

その効果が発揮される。 

一方、河床の礫や岩盤などの着生している緑藻類は、

30m3/s 放流においても流掃されることはなく、フラ

ッシュ放流においては大きな効果は期待できない。

しかしアオミドロの接合子が発生し始める６月頃か

らフラッシュ放流が開始されるため、アオミドロの

増殖抑制の効果は果たしていると推察される。 

付着藻類及び付着泥については、調査日や季節変動

ならびにサンプリングによる誤差などから変動があ

るが、平均的にみるとフラッシュ放流後に減少して

いることから、流掃効果が得られているものと判断

できる。 

床固付近 フラッシュ放流前

流下藻類の調査結果をみても生細胞に比べ死細胞

の流下量が多いことから、死亡して河床に堆積（付

着）している細胞がフラッシュ放流により流掃され

ることで、付着藻類の更新がなされていると推察で

きる。 

７．底生動物、魚類及び周辺環境に与える影響 

底生動物、魚類については、調査時期や年度に

より変動はあるが、季節的な変動の範囲であり、 
床固付近 フラッシュ放流後（30m3/s）

弾力的管理の試行及び試験開始以降その生息種や現存量が長期的に変化していないことから、フラ

ッシュ放流の影響は少ないと考えられる。 

また、景観的要素としては、剥離して浮遊した緑藻類は、フラッシュ放流により流掃されることか

ら、景観的効果に対する目的は達成されている。同時にこれら藻類の腐敗等による臭いも発生して

いない。 

８．今後のモニタリング手法について 

フラッシュ放流による河川環境の改善効果が確認されたことにより、寒河江ダムの弾力的管理は操作規則

の改正を経て、本格運用となる予定である。 

本格運用後も、フラッシュ放流の主目的である緑藻類の繁茂状況、放流後の流掃効果のモニタリングは実

施していかなければならない。今後のモニタリング手法として、自動撮影装置および定点写真撮影による

緑藻類の分布状況調査を行った。写真撮影時に、調査地点全体の緑藻類の分布状況把握を行い、アバンダ

ンス評価値を記録し、デジタルカラー画像とアバンダンス評価値との関連性を解析することにより、アバ

ンダンス評価値の分布図を作成し、フラッシュ放流前後の緑藻類の分布量を把握した。 

本手法によるモニタリングにより、緑藻類の詳細な分布図を作成することができ、フラッシュ放流による

掃流効果を目視観察より詳細かつ定量的に把握できると考えられる。 
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